
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高
騰に対する特別加
算

重点支援商品券給付事業

①生活者に対する食料品の物価高騰への支援を図ること
を目的として商品券を配布する。
②商品券購入、送付に係る経費。
③商品券　10,000円×4,500人＝45,000,000円
　消耗品・印刷・郵送費用　＝1,328,000円
委託料　＝1,895,000円
④全村民

R8.1 R8.3

2
③消費下支え等を
通じた生活者支援

プレミアム商品券事業

①物価高騰により、影響を受けている村民の生活支援、村
外への消費流出防止、地元消費拡大及び地域経済活性
化に資することを目的とする。
②委託費
③デジタル商品券発行手数料2,783,000円
　紙媒体商品券発行手数料　3,017,000円
　プレミアム率経費　2,200,000円
　合計　8,000,000円
④村内事業者(商工会加盟店等)

R7.8 R8.2

3
⑧地域公共交通・物
流や地域観光業等
に対する支援

国頭村超小型EV自動車導入支援事
業（R6補正）

①物価高騰の影響を受けている事業者の支援として、超
小型EV自動車を導入することで二酸化炭素排出量の削減
や騒音軽減に寄与し、特に世界自然遺産地域において、
環境への負荷を最小限に抑えながら観光や地域交通の利
便性を高めることを目的とする。
②補助金
③超小型EV自動車導入補助金7,022,700円（2,340,900円
×3台）
④国頭村観光協会
No.8と同一事業

R7.10 R8.3

4
⑧地域公共交通・物
流や地域観光業等
に対する支援

国頭村超小型EV自動車導入支援事
業（R7予備費）

①物価高騰の影響を受けている事業者の支援として、超
小型EV自動車を導入することで二酸化炭素排出量の削減
や騒音軽減に寄与し、特に世界自然遺産地域において、
環境への負荷を最小限に抑えながら観光や地域交通の利
便性を高めることを目的とする。
②補助金
③超小型EV自動車導入補助金7,022,700円（2,340,900円
×3台）
④国頭村観光協会
No7と同一事業

R7.10 R8.3

5
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

国頭村農業生産資材等物価高騰対
応補助金

①農業生産資材の物価高騰による農家の経費負担を軽
減し、農業経営の安定を図る。
②農業生産資材購入費
③想定対象農家戸数　約40戸
事業費50,000,000円
補助金7,500,000円（農業生産資材購入費の15％。1戸あた
りの補助上限50万円）
④前年の農業収入が50万円以上の国頭村に住所のある
農家

R7.4 R8.3

6
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

国頭村漁業燃油高騰緊急対策事業

①物価高騰の影響により燃油価格も高騰しており、漁業者
の経費負担が大きくなっているため、経営悪化に陥らない
ために支援する。
②補助金
③68,500ℓ×25円＝1,712,500円
④国頭漁業共同組合

R7.9 R8.3

7
⑧農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

国頭村畜産飼料高騰対応支援補助
金

①畜産飼料の価格高騰による経営への影響緩和のため、
購入費の一部補助を行い支援する。
②補助金
③令和7年4月～令和8年2月に購入した畜産飼料価格高
騰による農家負担額の8/10以内で支援を行う。
補助金2,086,000円(配合飼料1,318,000円、粗飼料768,000
円)
対象数:配合飼料329.5t、粗飼料64t、単価:粗飼料配合飼
料を4,000円/ｔ、粗飼料12,000円/ｔ
④対象者：村内に住所を有する畜産経営者

R7.4 R8.2

8
①食料品の物価高
騰に対する特別加
算

国頭村プレミアム商品券事業

①物価高騰により、影響を受けている村民の生活支援、村
外への消費流出防止、地元消費拡大及び地域経済活性
化に資することを目的とする。
②委託費
③人件費　　　　　　　　　　　　　　1,128,710円
　 デジタル商品券発行手数料　3,927,000円
　 紙媒体商品券発行手数料　　1,267,200円
　 プレミアム率経費　　　　　　　12,000,000円
    手数料                　　　　　　　　　400,000円
 　その他経費　　　　　　　　　　　2,254,373円

R8.3 R8.3
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